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第12号※

:薮育の充実に向けた様々な取り組み：

山口県立大学看護学部長・看護栄養学部長藤村孝枝

本学は、平成19年度に、文部科学省の大学教育改革支援プログラム(GP)に5件採択され、様々な評

たな取組が始まっています。GPとは各大学の優れた教育への取組(GoodPractice)を文部科学省カー

評価、選定し、財･政支援をするもので、山口県立大学の地方小規模大学のメリットを活かした、地道で~冒

寧な組織的教育力が高く評価されたものだと思います。

昨年、看護栄養学部看護学科、栄養学科のl学部2学科体制となった本学部でも、栄養学科のく行動変

容を促進する栄養指導法を身に付ける栄養士キャリアアップ支援プログラムの開発＞が、社会人GPとし

て採択され､看護学科においても､看護職のキヤリアアップ支援として認定看護師養成を検討しています。

学部教育においては、看護、栄養学科ともに実践能力を有し、かつ他職種と連携・・協働することができ

る専門職の育成に取り組んでいます。その一端として、人の生活に関わる看護、栄養、そして社会福祉と

いう3つの学科.の学生が一緒に学ぶ科目を配置し、他の職種を理解しながら自分の専門性を再認識し、他

職種と協働しながら展開｜する力をつけてもらえるよう教育の充実を図っています。また、社会福祉学部に

おいて開設された、地域の人々 との交流スペース「YUCCA(ユッカ)」（特色GP)での様々 な地域活動

を通して､楽しみながらの実践学習も可能となっています。学生の皆さん自身が､人として、のびのびと、

大きく成長できるよう、大学の内外に様々な体験や人との出会い、チャンスを用意しています。

最後に、看護学科、栄養学科における採血用穿刺器具の不適切な使用につきまして、改めてお詫びを申

し上げます。教育機関として、あってはならない事と深く反省をし、今後このようなことを二度と起こさ

ないよう、真華に教育に取り組む所存です。

今後とも大学、学部への忌'瞳のないご意見、お気づきをお知らせ頂きますようお願い致します。
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|詞アロ山回皇電謹毒唖窒塞
1日時平成20年10月5日(日)9:30～Hi:00
1会場山口県立大学看護学科棟F204
I内容
i一般演題報告（現在演題募集中）
：教育講演

！「看護のチャレンジ
I～認定言護師制度の効果と展望～(仮題)」
R本看談協会常任理耶鹿瀬千也子氏

ま重圭齢呼ﾘ”ﾂフ剛劉遍園
：現職の管理栄養士を対象に、5月24日から11:
：

：月30日にかけて、「メタポリックシンドロームミ
： き

：の考え方に基づく保健指導」をテーマにキャニ
● 言

；リアアップ研修を開講しています。研修を修言
ら

：了し、所定の審査に合格した方を「生活習‘慣亙
冒

：改善指導士」として県立大学が認定します。：二
言
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（※看謹栄養学部だより2号となります〉
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選ばれる大学
になるために

看護学科長

中村仁 志

新たな年度が始まって3ヶ月ほどが経過しまし

た。新生活が始まるということで入学式の時に緊

張していた新入生も、もうすっかり宮野の住民に

なっています。2．3．4年生は、講義・演習・臨

地実習と忙しくはありますが、元気な様子で学習

に取り組んでいます。

今、看護系大学は、毎年約II)校ずつ増えていま

す。最終的には200校近くなるのではないでしょ

うか。このように受験生にとっては、自分の目的

にあった学びたい看護系大学の選択肢がますます

増えている中、我々教員には、この200校近くの

看護系大学から山口県立大学を選び、ここで学ん

で良かったと思える教育を行うことが求められて

います。

これまで看護学科では、地域を視野に入れ､『保

健・医療・福祉従事者の一員として、看護の専門

的機能を発揮できる能力を養い、社会の様々な分

野において人々の健康と福祉の向上に寄与できる

人材育成』を理念として教育を行ってきました。

さらに、昨年度より看護栄養学部として栄養学科

と同学部になることにより、人々の健康を対･象と

した他職種と協働できる力を身につけ、看護の専

門職として人々の健康の維持、増進、不健康から

の早期回復をテーマとしたI幅広い支援ができるﾉ、‐

材を育成すること力を注いでいます。

これからも社会の健康に対するニーズに答えら

れる看護学科として、これまで以上の教育を提供

できるよう、教職員一同努力を惜しまないつもり

で臨んでいます。

今後とも、皆様の暖かいご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。
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コンパニオン
プランツのように

栄養学科･長

島田和子

小さな庭で野菜を育てていますが、素人でも栽

培しやすい野菜となると種類が限られ、毎年、同

じものを植えることになります。そうすると連作

障害がおこって､成長が悪くなったり､病気になっ

たりします。最近、コンパニオンプランツ(共存

作物)のことを知りました。複数の植物を組み合

わせて植えると、お互いの性質の違いによって、

病気や害虫の発生を防いだり、生育を促したり、

味も良くなるのだそうです。人も同様のことが言

えるでしょう。育った場所・環境、考え方、特技

などが、自分と異なる人との共存は互いに助け合

い、成長し、強くなり、より豊かな何かが得ら譲

ると思います。栄養学科の一学年は約40人からな

り、個性豊かな学生が各地から集まってきます。

4年間の学生生活で､実験･実習ではグループワー

クや成果発表の準備、水無月祭や華月祭ではイベ

ントの運営、サークルではその活動など、各々の

場で、異なる人と一つの目的に向かって進めてu

く機会が多くあります。特に、昨年誕生した看護

栄養学部栄養学科の授業には、クラスメートと共

に調べ学習をし、それを発表することで専門的な

内容の理解とともにコミュニケーション能力も養

えるような科目が多くあります。これまで以上に

他者との協働が必要になるでしょう。コンパニオ

ンプランツのように、学生たちが互いに協力し、

励まし競い合い、生き生きと渥しく、何か収穫を

得て巣立っていくことを望んでいます。

我家の庭に、ピーマンとニラ、トマトとインケ

ンマメが隣り合って雑然と植わっていますが、さ

て気になる今年の収穫通は？



看護学科1年真倉千明

山口県立大学に入学して早くも3ヵ月が経ちま

した。最初は全く新しい環境での生活に大きな不

安がありましたが、今では一人暮らしにも大学の

授業にも新しい友達にも慣れ、充実した毎日を

送っています。大学は様々な県から人が集まって

いるのでそれぞれの方言や習慣を知ることがとて

も新鮮で楽しいです。まだ3ヵ月しか経っていな

いのに看護学科･の友達は昔から友達だったのかと

思うくらい仲良くしています。授業も高校とは

違って1コマ90分になり、専門科目もあり'慣れな

いレポートに取り組むのも大変ですが、早く慣れ

るように頑張っていきたいと思います。

先日行われた水無月祭では、午前の部の体育祭

のために学科.でお揃いのTシャツを手描きで作り

ました。みんなでデザインを考えみんなでスプ

レーなどを使って描いたのでとても楽しかったし＝

団結力もより一層増したように思いました。体育

祭も栄養学科と合同のチームで新しい友達も増

え、優勝は出来なかったけれどみんなで･協力して

楽しむことができました。午後の部ではたくさん

の飲食店やステージ発表があり．、とても楽しめま

した。

私は将来助産師になりたいと思っています。助

産師になるための課程は学科から毎年5人程度し

か履習できず、国家試験を受けるためにも勉強力

必要なのでとても大変だと思いますが、幼いころ

からの夢だったので大学生活を楽しみながらも

しっかりと勉強に取り組んでいきたいと思います。

これから楽しい事や苦しい事がたくさんあると

思いますが、色々な経験をして成長していきたヤ

と思っています。
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栄養学科1年村田麻由美

入学してから3カ月が経ちました。入学前は一

人暮らしや友達ができるかなどの不安でいっぱし

でした。でも､入学して栄養学科の人達と話して、

みんな優しく面白い子ばかりで、その不安も楽し

い大学生活になりそうという期待へと変わりまし

た。

宿泊オリエンテーションでは、長門市の大寧寺

に一泊しました。正座で静かに食べる精進料理は

とても辛かったけれど、レクリエーションではみ

んなでドッジボールをしたり花火をしたりして本

当に楽しかったです。寺では、精進料･理や座禅、

広い本堂に布団を並べてみんなで寝るなど、貴重

な体験ができました。辛いこと、楽しいことを一

緒に体験することで、みんなとすく、に仲良くなれ

ました｡入学後すぐ謬に行くため､行く前は不安だっ

たけれど、本当に行って良かったと思いました。

水無月祭では､午前は1年で運動会をしました。

応援ですごく興奮してとても盛り上がりました。

栄養学科の紳がより深まったと思います。午後力

らは、模擬店やステージが行われました。私は女

子バスケット部でサーターアンダギーの模擬店を

出しました。すごく疲れたけれど、本当に楽しし

－日でした。

まだ、大学生活がスタートしたばかりで、今に

まだ未来は見えないけれど､栄養学科のみんなや、

他の学科の人、部活の先輩達、みんないい人ぱカ

リで、人に恵まれたと思います。なので、これか

らの4年間、辛いこともあるだろうけれど、たく

さん楽しいことが起こりそうな予感がします。

この山口県立大学でたくさんの人と出会い、自

分の夢に向かって努力し、4年後に成長した自分

に会いたいです。そして、みんなと多くの思い出

をつくり、充実した大学生活を送りたいと思いま

す。
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栄養学科2年前津宗佳世
醇舞
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山口県立大学に入学してはや一年経ち、はじめ

は不安でたまらなかった大学生活や親元を離れて

の一人暮らしにも'慣れてきました。

授業では一年生の時と比べて、より具体的で実

践的な内容が増えました。働く現場に起こること

を想定しながらの学びは、管理栄養士という職業

や仕事に対する自分の意識を高め、なんとなく漠

然としたものとしてしか捉えてなかった「管理栄

養士」というものを身近なものにしてくれていま

す。このような授業を通して将来どのような職場

で自分は働きたいのか、しっかり考えていきたし

と思います。また、一年生の時に学んだ基本的な

知識をもとに実験を行ったり、症例を通して再度

学んだりすることで、一年のときにやってきたこ

とが今の学習に確かにつながっているのだなと実

感しました。

二年ではグループワークも増え、授業時間以外

に集まったり、レポートの他に事前学習や事後学

習なども増えたりと、一年生のときよりもさらに

忙しさを感じています。日々重なる忙しさや、や

るべきことがなかなか出来ない自分に嫌になり自

信を無くすこともよくありますが、周りの友達に

も助けられながらなんとかやっています。栄養学

科は必修科目が多く、一年生の頃からほとんどみ

んな同じ授業をとっています。そのためかクラス

全体の雰囲気が良く、私は毎授業見慣れた顔の中

で落ち着いて楽しく勉強することができています。

今年の水無月祭では栄養2年でお店を出しまし

た。忙しい中にもこういったみんなとの活動があ

ることをうれしく思います。これから二年の後期、

三年、四年と今以上の忙しさに追われることもあ

ると思いますが、みんなで頑張っていけたらいい

なと思います。
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看 護学科2年藤崎彩花

私たちが山口県立大学に入学して早いもので；

年が経ちました。最初は不安でいっぱいだった亥

学生活・一人暮らしにI慣れてきたところです。具

年生の頃は基礎科目が多く、部活やバイトなど学

校以外での活動をする時間もありましたが、今で

は専門科目が増え、グループワークや自己学習で

毎日忙しい日々を送っています。特に今は基礎看

護学実習が始まり、1年後期から現在にかけて

習った技術を実習で実際に行っているところで

す。授業時間外に友達同士で練習したり、図書館

を利用し疾患について調べたりと自分たちにでき

ることを必死でやろうとする姿は充実感にあふ深

ています･

実習では実際に患者さんと触れ合えることがで

き、また、臨床の看護師さんから直接お話を聞雁

るため､私たちにとってよい刺激となっています信

その一方で、自分たちの力不足を再確認させられ

ます。また学校では「学生」ですが病院に行けに

｢社会人」です。責任をもった行動ができなけれ

ばなりません。このようなことを実習を通して学

んでいます。

最近､水無月祭が行われました。それぞれのサー

クルや部活で模擬店を出したり、ステージ発表を

したり、たくさんの人が集まっていました。1年

生は運動の部もあり、騎馬戦などで盛り上がって

いました。

大学生活は忙しい面もありますが、友達と過ご

す毎日はとても楽しいです｡今はまだ未熟ですが、

一人ひとりがしっかりと目標を持って看護師、保

健師、助産師または養護教諭の夢にむかって一歩

ずつ進んでいけるよう、支えあって頑張っていき

たいと思います。
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看護学部3年佐伯香奈

大学生活も折り返し地点を過ぎ、日々慌しい圭

活を送っています。6月からは実習も始まりまし

た。l、2年生の頃に行った実習とは違い、実詫

期間も長く、患者さんと接する時間も増えてきま

した。そのため、患者さんの日々の変化を感じる

ことができ、一層、実習に身が入ります。実習胃

～3日目では一人でできなかった援助もできるよ

うになり、ケアの幅も広がってきたと思います。

疾患やケアの方法について個々で学んでいますか

疾患の特徴やマニュアル化されているケアの方法

が必ずしも患者さんに当てはまらないということ

感じています。特にケアについては受け持ちの志

者さんに合わせて工夫を凝らし、個別性を重視こ

たケアが行えるように努力しています。ですが、

自分の出来ないことの多さに気づかされ、未熟さ

を感じてもいます。その度に、現場のスタッフ、

先生方など多くの方からご指導、アドバイスを震

き、日々試行錯誤しながら実習を行っています。

辛いことも多々ありますが、クラスの仲間で励

まし合い、みんなで協力しながら、これからも頑

張っていこうと思います。そして、残り1年半と

＝
一

一

いう短い学生生

活ですが、毎日

が有意義なもの

となるように、

充実した日々を

送りたいと思い

ます。

看護学部編入3年西開地由美

本学に編入学して、3ヶ月が経ちました。今ま

で臨床にいたためか、仕事に行かず講義を受けて

いる自分に違和感を感じながらも大学生活がス

タートしました。入学して一番大変だったのが＝

専門学校時代に取得した単位の認定作業と、大学

の授業の履修の仕方です。わからないことだら遷

でしたが、先生方や一緒に編入してきた仲間に別

けられながら過ごしてきました。編入生は、年齢

様々ですが時間が経つにつれ仲間意識が強くなど

ている感じがします。一緒に食事に行ったり、5

－5－

月は蛍を見に行きとても楽しい時間を過ごすこと

ができました。大学生活の中で､一緒に笑ったり、

楽しんだり、共感できる仲間に出会えたこと感謝

しています。

最近では、専門学校時代には習わなかった専門

分野の講義を受けていくうちに、臨床時代の苦し

経験を思い出しては､自分の未熟さ､勉強不足だっ

たことを痛感させられています。私が､スキルアッ

プのために編入を決意し、きっかけとなった職場

の先輩、患児とその家族を思い出しては、「自分

が今ここにいる意味」を考え、大学生活を後'海の

ないように、充実した日々が過ごしていけるよう

努力していこうと思います。

これからは、前期・後期末試験や地域保健学実

習があり忙しくなってくるとは思いますが、編入

生の仲間としっかり目標を持ち、支えあいながら

頑張っていきたいです。そして、本学は総合大学

であり、看護学

部以外の方々と

の触れ合いを通

して、広い視野

から看護学を学

んでいきたいと

思います。
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看護学部4年貞野友里恵

4年生になってもう3ケ月が過ぎようとしてし

ます。今私たちは母性・小児・精神看護の実習に

取り組んでいます。実習中の課題は大変ですが、

患者さんと関わっていく中で看護の楽しさを日々

実感しています。4年生になると授業はほとんど

ありませんが、実習以外にも卒業研究や国家試験

の勉強、就職試験の勉強に取り組み、助産師や養

護教諭を目指す人もこれから専門的な授業や実習

があります。クラスの全員が集まる機会は少なく

なりましたが、一人ひとりが自分の進みたい道を

考えながら毎日を過ごしています。

今までの大学生活を振り返ると、とても早く時

間が過ぎたように思います。けれど今までの人生

の中でとても濃い時間だったように思います。グ

ループワークの課題に追われて夜遅くまで学校に

残ったり、それでも課題が終わらなくて友達の家

に集まって深夜に一緒に課題に取り組んだりした

時期もありました。実習で患者さんとどのように

関わってよいのかわからず悩んだり、辛い現実を



一雪一謹宣～ 目の当たりにし

て泣いたことも

たくさんありま

した。看護学部

での勉強は想像

以上に大変で一

度目指そうと決

ました。それでめた道を諦めたくなるときもありました。それで

も同じ苦しみを分かち合える友達がいたから今も

看護師を目指して頑張れているのだと思います。

来年の今頃はもう学生としてではなく社会人と

しての生活が待っています。将来のことを考え塁

と不安なこともたくさんありますが､このメンバー

で過ごせる時間を大切にして残りの大学生活を有

意義に過ごしていけたらと思います。

看護学部編入4年香川奈央

昨年の4月に

本学へ編入学を

して、早くも里

年が経ちまし

た。入学当初は

大学という新し

い環境に慣れず

に戸惑うことも多くありましたが、今では在学生

たちとも仲良くなり、学校生活にも慣れて充実し

た毎日を過ごしています。また、新学年となり、

今まで一緒にいた編入生どうしでも選択する授業

が異なってきたり､ゼミでの研究が多くなるなど、

学校で会う機会が少なくなりました。それは寂し

くも感じますが、みんな自分の目指す道へと進ん

でいっているのだということを実感しています。

4年生となった現在、私は助産師の課程を選択

しました。今まであまり知らなかった助産という

分野について学んでいくにつれ、助産師の奥の深

さを感じています。今年の7月には助産実習もあ

るので、上手く分娩介助ができるか心配ですが、

臨床での助産師を実践の中から学んでいくことか

できるので、楽しみでもあります。また、卒業研

究では、地域看護学分野の研究室に入りました。

実際の事業の中に自分たちが関わりながら進めて

いる研究なので、難しいことも多々ありますが、

様々な職種の人たちと関わることができ、とても

学びの深いものになっています。

これからは、助産実習や卒業研究、就職試験、

国家試験などイベントが多く、忙しくなっていき

－6－

ます°しかし、これも自分の選んだ道だと信じ、

‘海いのないように全力で取り組んで満足いく大学

生活最後の1年にしていきたいと思います。

平成17年度看護学部卒業木村智子

この4月に長年の念願であった養護教諭にな

り、早2ヶ月がたちました。

保健室を利用する子どもは、1日平均15人前後

ですが、その日の天候や行事などによって大きく

ばらつきがあります。保健室にやってくる子ど達

に、私は必ず第一声に「どうしたの？」と尋ね、

自分の体に起きている状況を自分の言葉で表現さ

せることを心がけています。保健室では、「いづ

から痛いの？」「さっき－．．｣、「ズキズキする？

チクチクする？」「分かんな－い･･」等といった

会話が繰り広げられています。色々な表現の仕方

で症状を1つずつ明らかにしようとするのですが．

表現力や語葉力がまだまだ未熟な小学生の訴えを

的確にアセスメントすることはとても難しいこと

だと感じています。だからこそ客観的評価が行え

るフイジカルアセスメントは、養護教諭として重

要な技術であると実感しています。私も大学時代

に使用していた教科書を再確認しながら、これら

の技術をより効果的に利用できるように習得した

いと思っています。

2ヶ月間、忙しい日々を過ごしていましたが、

それでも校庭で走り回る子供たちの元気な姿、無

邪気な笑顔を見ると、「この子達の笑顔を守るた

めに頑張ろう！」と気持ちが引き締まり、この仕

事のやりがいを感じます。養護教諭は未来ある子

ども達の元気を守るという重要な職責を追ってい

ます。子ども達に健康を唱える以上、まずは私自

身が元気で笑顔の絶えない養護教諭でありたいと

思っています。



’平成19年度卒業生進路状況
看護学科

平成19年度卒業生進路状況
栄養学科

卒業生数34名卒業生数54名

(人

平成20年5月1日現在

｡§･＊･§･＊･§･＊･§･＊÷＊÷＊必＊＊＊･浄＊･§･＊÷＊･§･＊÷＊÷拳誌g÷＊･§･＊･§。＊･§。＊÷＊･§･＊･&･＊｡§･＊÷＊･§｡＊÷＊･§･＊･§･＊$｡＊÷＊･§･＊

｡§･＊･§･＊･§｡＊･§｡＊･§｡＊･§｡＊･§･＊･$･＊･§･＊÷＊･§｡＊＊＊･§･＊･§･＊･§･＊･§･＊･§｡＊･§･＊･§･＊･§･＊･&･＊･&･＊･§･＊･§｡＊･§。＊･§･＊･§･＊･§･＊･§･＊･§･＊÷＊

（学生から徴収する教育研究充実費）

(単位：円）＜収入の部＞

(単位：円；＜支出の部＞

*教育研究充実盤は実費弁済として徴収しておりますので各学年徴収額が異なります。
*1年生は、臨地実習数に小児感染症検査料・聴診器代他が含まれます。
*返金後の端数は繰越金としています。

2I)()S年3月:ii日看謹栄養学部長藤村孝枝
（※栄養学科は個別に決算報告を配布していまず
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事項

進学

就1m

（内訳

酒I謹師

保健rm

助産師

養謹教諭

その1

合鳥

人嬰

計

1(他分鮒

48

3!

5』

22

2(臨採1

26

県外

26

０
２
３
１

２

28

事項

｜進学
｜就職
I〃、厚且皇＝..．、

進 学

就職

（内訳＞

病院

福祉施設

行政

食品開発製造

食:i:',販売サービス

給食受託会社

栄養教諭

家庭科教諭

研究助手

一般職

合計

人数

計

34

県i宍 県夕

IS

看護学科・栄養学科学生勤

看護学制

看護学部

看護学科

4年生r.c

3年生53

生活科学部

生活科･学音I

栄養学科

4年生42

3年生35

看護栄養学部

看護学潤
2年生52

1年生5《
栄養学科

2年生42

1年生42

礎巨

徴収金

(一人当徴収額）

前年度からの繰越金

雑収入(受取利子〕

合計

合計

(i.785.()0(

3,4

6,302

6,794,79：

1年4

2,340.()()(

(45,00

89‘

l,(il-l

2,342,501

2年4

1,();-)().(KM

(25,00

72:

u0-i

1.052,021

3年且

i.r)05,oo(

Cio.OO

74（

1,335

1,507号：二

4年且

1.410,001

(30,0(1

so;

1.4ii(:

1,412,268

3年編入

1H(),00(

(20,000

1,-,

271

180,434

4年編入

300,000

(30.000

171

311

300,482

合計

6,785,00’

3，49

6,301

6,794,79

没目

臨地実習鋤

学習授助没

学生返金

(一人当返金額）

次年度繰越急

合計

合計

3,540,301

1,793,89:

1,446,401

14.101

6,794,79；

1年4

1.573.134

485,65

280,

(5,400

2,92《

2,342,5()I

2年生’
■

384.112

580,31!)

84,00（

(2.000)

3,59〔

1,052,026

3年生’

!I87.401

245,()32

270.!)()()

(6,300）

3,742

1,507,075

4年生

462,978

372,230

573,400

3,660

1.412.208

3年編入

70,62

31,46

78.300

(8.700)

180,434

62,()5

79.19

151).001

(10,900)

300,482

合計

3,540.303

1,793,892

1.440.400

l4jl98

6,794,793

伽圭

実習要項､wi11保険料I

教材麹I他



新入教員自己紹介

栄養学科園田純子

心と”iの豆の豆、

巻

栄養学科に着任いたしました園

田純子です。教科目としては、食

事設計論、基礎調理学実習、食事

設計論実習、学校栄養教育論等を

担当しています。小倉から県立大

まで通い始めて3か月、ようやく

てきました。小学生から大学を卒

は下関で過ごしましたので、久し

毎日のペースもつかめてきました。小学生から大学を卒

業するまで、学生時代は下関で過ごしましたので、久し

ぶりの山口は懐かしさでいっぱいです。

現在、抹茶やブクブクー茶など起泡性を持つ茶の物性

に関する実験や､食文化についての研究を行っています。

また、子どもの食教育に関して十数年来取り組んできま

したが、こちらに赴任したのを機に、大学生の食生活を

よりよくするために試行錯誤しているところです。その

ひとつとして、学生とともに、毎月定期的に自分で作っ

たお弁当を持ち寄り、みんなで食べる『お弁当の日』を

行っています。ぜひ皆さんも参加されませんか？お待ち

しています11

－

看護学科西山真由美

4月から看護学科に着任致しま

した、西山真由美です。

高校を卒業後、大学4年間を鹿

児島で過ごし、東京で就職、そし

て地元の山口県に帰ってきまし

た。山口の自然の豊かさ、人の優

しさ、住みやすさを実感する毎日です。

臨床では助産師として働きました。NICU、GCUで新

生児のケア、母乳育児の確立のための支援を通して赤

ちゃんや､ご家族から多くのことを学ばせて頂きました。

今後は、臨床での経験や学びを生かしながら、山口県の

地域医療、看護、保健、福祉についてみなさんと一緒に

考え、悩みながら学んでいきたいと思います。難しい質

問にうまく答えることができないかもしれませんが、一

緒に悩むことはできますので、いつでも研究室(F103)

に遊びに来てください。勉強のことのみならず色んなこ

とを話しましょう。お待ちしております。

.………．……………………………｡．…………●･…｡．……･……･…………………･……………

栄養学科藤野加奈子

栄養学科の助手として着任致し

ました藤野加奈子です。担当科目

は食品科学実験､食品機能学実験、

基礎病態学実験、生化学実験、食

品と衛生管理実験、栄養教育実習

(ライフステージ)です｡今春生まれて初めて九州を離れ、

一年生の皆さんと同じく右も左もわからない状態でのス

タートでしたが、アットホームな栄養学科の学生の皆さ

んや教員の先生方に元気をもらって毎日を過ごしていま

す。

食品学、食品衛生学、微生物学という言葉だけを見る

と、一見栄養学とは異分野のように思われるかもしれま

せんが、食に対する価値観・ニーズが高度化・多様化す

る今日、多種多様な食品の中から適切な食品を選択し、

美味しくて安全かつ栄養価の高い食事の提供を担う管理

栄養士にとって決して欠かせない分野です。皆さんが実

験や実習を通して栄養についてはもちろんのこと、食を

取り巻く領域に対しても、より一層興味や関心を深めら

れるようサポートしていきたいと思っています。

栄養学科佐々木亜希

4月から栄養学科に助手として

着任しました佐々木亜希です。担

当科目は、管理栄養士基礎演習、

臨床栄養学実習Ⅱ(高齢者の栄養

管理)、臨床栄養学実習Ⅲ(傷病者
の栄養管理)、臨床栄養学病院実

習IおよびⅡ、基礎調理学実習、食事設計論実習です。

私は下関市出身ですが、大学、大学院ともに神戸で過

ごし、6年ぶりに山口県に帰ってきました。大学院では、

食生活と歯周病の関連性をテーマに研究していました。

生活習慣病をはじめ、まだ栄養士として携わる機会の少

ない歯科疾患でも、食事や栄養管理が必要とされていま

す。私自身もまだまだ勉強中ですが、病態、生活環境に

見合った栄養療法や献立について、みなさんと一緒に学

んでいけたらと思っています。よろしくお願いします。

斐塞紳準紳塞垂

霊
看護学部と看護栄養学部の学年数が半々 となり、今年度から「看護学部・看護栄養学部だより」と
してお届けすることになりました。年々変化する学部だよりから、日々進化をめざす本学部の様子を
読み取っていただければ幸いです。

編集委員乃木空田丹
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